
岳
地
帯
に
向
か
っ
た
兵
士
た
ち
は
も
っ
と
悲

惨
だ
っ
た
。
高
山
の
寒
さ
に
凍
え
、
敵
の
攻

撃
に
晒
さ
れ
、
ウ
エ
ア
ク
に
逃
げ
帰
っ
た
者

は
ご
く
わ
ず
か
で
、
基
地
の
前
に
た
ど
り
着

く
と
そ
の
ま
ま
斃
れ
た
。
従
軍
し
た
兵
士
た

ち
は
ラ
バ
ウ
ル
か
ら
腰
に
ズ
タ
袋
を
巻
い
た

ボ
ロ
ボ
ロ
姿
で
ウ
エ
ア
ク
に
移
っ
て
き
た
者

た
ち
で
、
再
度
の
戦
闘
に
従
軍
で
き
る
状
態

で
は
無
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

語
り
部
自
身
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の

戦
争
は
、
極
度
の
飢
え
の
あ
ま
り
、
日
本
兵

同
士
、
そ
し
て
現
地
の
人
々
を
対
象
に
、
人

が
人
で
無
く
な
る
姿
も
生
ん
だ
。

　

語
り
部
は
将
校
付
き
だ
っ
た
た
め
作
戦

会
議
を
漏
れ
聞
く
機
会
も
あ
っ
た
。
ヘ
ボ

将
棋
の
駒
の
動
か
し
方
を
論
じ
る
よ
う
な
、

実
に
い
い
加
減
な
会
議
だ
っ
た
。
こ
ん
な

将
校
た
ち
や
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
い
い

加
減
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
国
の
最
高
指

導
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
何
十
万
人
と
い
う

日
本
人
が
、
現
地
の
人
々
を
蹂
躙
し
つ
つ
、

凄
惨
な
戦
争
で
斃
れ
て
い
っ
た
の
だ
。

　

戦
争
の
現
実
を
知
ら
な
い
平
和
ボ
ケ
の
安

倍
政
権
は
「
祖
国
の
た
め
に
斃
れ
た
者
」
を

賛
美
す
る
。
し
か
し
日
本
軍
兵
士
の
ほ
と
ん

ど
は
、
身
の
不
運
を
嘆
き
、
国
の
指
導
者
を

恨
み
つ
つ
、
飢
え
や
病
気
や
暑
さ
や
寒
さ
の

中
で
、
故
郷
や
家
族
へ
の
思
い
を
残
し
つ
つ

無
念
の
う
ち
に
死
ん
で
い
っ
た
の
が
真
実
だ
。

　

日
本
を
再
び
戦
争
が
出
来
る
国
に
し
よ

う
と
す
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
の

愚
行
は
許
せ
な
い
。
そ
れ
と
一
体
の
特
定
秘

密
保
護
法
を
廃
止
に
追
い
込
も
う
。

　2014 年度の市の施策のうち、市民生活に特

に重要と思われるものを幾つか見てみましょう。

　先ずは、保育所の待機児。市当局も手を打っ

ていないわけではありませんが、増え続ける待

機児の数に追いつかず、「待機児ゼロ」の約束

は先送りされ続けています。

　待機児を生む社会や経済の現状への認識が甘

すぎます。アベノミクスでも経済は好転せず、

子を持つ女性たちの間で外で働くことを望む人

が増えています。それ以前に、社会人としての

自己実現を願う女性たちが増えています。

　国の審議会などの専門家は、実際の待機児の数

は国や自治体の公式発表の数の約 20 倍と言いま

す。市の発表は 57 名 (2013 年 4 月 1 日 ) です

が、潜在的待機児を入れれば 1000 人は超えて

いるはず。市は子育て世代の呼び込みを市の大戦

略としているのですから、今後も増え続けます。

　待機児増の背景をしっかりと認識し、抜本的

な対策を打つべきです。このままでは「母にな

るなら流山市」は偽りの看板と化します。

　介護施策の遅れも深刻です。市内の特別養護老

人ホームの待機者はここ数年500人前後で推移。

　特養などの入所施設やショートステイなどの

宿泊施設が足りないため、本来は日中の介護が

専門のデイ施設にお年寄りを宿泊させるお泊ま

りデイサービスが広がっています。プライバシー

もない、長期滞在が常態化、介護の質も不十分、

安全対策もおろそかで、せめて県のガイドライ

ン並みへの改善が強く求められています。

　在宅の切り札と期待される 24 時間介護・看

護サービス（定期巡回・随時対応型訪問介護看護）

も普及しません。国の狙いは特養などを増やさ

ず介護予算を抑制すること。民間事業者もノウ

ハウを持たず、利益が上がらずで、参入者が増

いまや景気浮揚効果に疑問符がついている公共事業や軍備

の増強などに振り向けられている。税と社会保障の一体改

革は、まさにまやかしという以外にない。

 　現に３月２０日に成

立した２４年度予算は

９５・９兆円で、公共

事業は１２・９％、防

衛費は２・８％も増や

している。補正予算を

合わせれば、それはよ

り際立つ。消費増税に

よって、本来は減額して社会保障に廻すべき無駄な公共事業

や防衛費や官僚や政治家の既得権益のための予算を増やした

のだ。おまけに安倍首相は、成長戦略の目玉として法人実効

税率の引き下げに言及しており、結局は庶民から吸い上げた

消費増税分を、一部の黒字大企業の減税に振り向けようとし

ている。こんなまやかしには呆れかえる他ない。

　集団的自衛権の行使容認など、戦前体制への回帰を突き進

む安倍首相。基盤となっているのが５０％前後の支持率。そ

の支持率を支えているのは一時の景気回復への期待を振りま

いてきたアベノミクスだ。しかしそのアベノミクスは失速し

始めている。消費増税が、その幕引きを告げることになるだ

ろう。勤労市民は、新年度を安倍政権の終わりに始まりとす

べく、反転攻勢の年にしていこう。

　４月１日から、消費税が５％から８％に引き上げられた。

来年秋に予定される１０％への引き上げとあわせ、これか

ら続く「大負担時代」の幕開けだ。

 　しかし消費増税は、この一年半、世間を惑わしてきたア

ベノミクスの終わりの始まりになるだろう。異次元金融緩

和や公共事業の大盤振る舞いなどの一時のカンフル剤に振

り回されることなく、生活防衛の行動が必要だ。

　消費増税を前に、各家庭に政府公報の新聞折り込みチラ

シが配布された。皆さんも目にしたと思われるが、そこで

は消費増税の建前と使われ方が書かれていた。曰く、「社

会保障と税の一体改革」「増税分はすべて…社会保障のた

めに使われます」云々。

　その広報では、増税分５兆円の内訳として、子育て支援

０・３兆円、医療・介護などの支援０・２兆円、遺族基礎

年金の父子家庭への拡大１０億円、年金国庫負担分 2 分の

1 の恒久化で２・９兆円、次世代へのつけ回しの軽減で１・

３兆円とある。これらは全くのまやかし、ペテンでしかない。

 　たとえば子育て支援については、保育所を増やすことは

既存の制度の中でも当然の施策であって、社会保障の拡充

とは言えない。年金の国庫負担分も次世代へのつけ回し軽

減も、財源を机上で操作しているにすぎない。と言うのは、

総額３０兆円の社会保障の財源を、今までは他の財源から

賄っていたのを消費増税分で置き換えるだけだからだ。置

き換えて浮いた財源は、復興対策や景気対策という名目で、

えないのです。

　介護はもともと利益が上がる事業ではなく、だ

から国や自治体を通した社会全体の関与が強く求

められてきた分野。営利事業者任せでは利益が得

られる分野以外は切り捨て。今年度は介護保険制

度も、負担増とサービス削減が目白押し。これを

許さぬ地域からの取り組みが大事です。

　市は 4 月から放射能対策室を廃止しようと

しました。市民から「ホットスポットは無く

なっていない」「子どもの健康調査は全く手つ

かずだ」と批判が寄せられ、議員からも厳しく

批判され、環境政策放射能対策課として「放射

能」の言葉は残ることになりました。

　このことは、市が放射能対策を大きく後退さ

せ、もはや不要と考えているのではとの疑念を

生じさせています。しかし、放射能対策は、不

要どころか、子どもたちの内部被曝対策をはじ

め今後ますます重要となってきます。

　地域の母親たちは基金を作り、エコー検査の

機械を買い、優れた専門医の協力を得て、自主

健診を始めました。市内の医師や医療機関から

もエコー検査が必要との声が出ており、近隣市

では市の責任で実施されようとしています。流

山市は、健康診断・調査を実施すべきです。

■増える待機児そのままに「母
になるなら流山」は言えない
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待
機
児
解
消
、

介
護
の
仕
組
み
充
実
、

放
射
能
健
康
調
査
を

阿部はるまさ 市政報告
2014 年 4 月号の

流山市議会
社民党

新
年
度
に
あ
た
っ
て
　
流
山
市
の
重
要
課
題
を
ど
う
す
る

暮らし痛めつける消費増税に抗し、生活防衛の行動を

語
り
部
か
ら
聞
い
た
戦
争
の
真
実

　

地
域
の
平
和
団
体
の
催
し
で
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
戦
線
の
元
従
軍
者
（
語
り
部
）
の

話
を
聞
い
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
死

者
は
１
２
万
６
人
、
生
存
者
は
わ
ず
か

１
万
３
４
０
０
人
。
ほ
と
ん
ど
が
敵
軍
と
戦
っ

て
の
戦
死
で
は
な
く
、
餓
死
と
病
死
だ
。

　

ウ
エ
ア
ク
と
い
う
地
に
上
陸
し
、
ア
イ

タ
ペ
作
戦
に
従
軍
さ
せ
ら
れ
た
兵
士
た
ち

は
、
ま
と
も
な
武
器
も
持
た
さ
れ
ず
、
食

料
も
不
足
す
る
中
、
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
ひ
た
す
ら
行
軍
さ
せ
ら
れ
た
。
多
く
の

兵
士
が
飢
え
と
疲
労
で
泥
の
中
に
倒
れ
、

倒
れ
た
者
の
上
を
仲
間
が
行
軍
す
る
。
倒

れ
た
者
も
ま
だ
生
き
て
は
い
た
が
、
そ
れ

を
避
け
て
い
る
と
体
力
が
消
耗
す
る
の
で
、

み
な
黙
々
と
虫
の
息
の
仲
間
の
上
を
軍
靴

で
歩
む
（
語
り
部
の
人
自
身
は
気
の
毒
で

ど
う
し
て
も
出
来
な
か
っ
た
と
言
う
）
。

　

休
憩
時
に
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
と
、
靴
や

飯
ご
う
が
盗
ま
れ
る
。
軍
の
モ
ラ
ル
や
士
気

は
失
せ
て
い
る
。
起
き
上
が
れ
な
い
者
は
置

い
て
い
か
れ
る
。
で
な
い
と
自
分
自
身
が
同

じ
運
命
と
な
る
。
こ
の
作
戦
は
そ
も
そ
も
食

糧
難
の
中

で
兵
の
数

を
減
ら
す

た
め
に
計

画
さ
れ
た

と
さ
え
言

わ
れ
て
い

る
。

　

ウ
エ
ア

ク
か
ら
山

■放射能対策の幕引きでな
く子どもの健康調査の実施を

■介護の後退許さず誰もが
終の棲家を持てる地域を

地
域
か
ら
平
和
を

放置された累々たる遺骨の山



績があるようです。

　見守りを行う町会などと行政との協力関係も、しっ

かり組織されています。

　行政内に＜地域支え合い推進室＞というカナメと

なる組織を設置、その下に役所の部に対応する形で

４つの＜すこやか福祉センター＞が置かれます。さ

らに４つのセンターの下に役所の課に対応する形で

＜地域支援分野＞と＜地域ケア分野＞の 2 つの担当

を設置。

　＜地域支援分野＞は区内１５箇所の区民活動セン

ターと結びつき、さらに＜

地域部門＞は区内８箇所

の地域包括支援センター、

区内２箇所の障害者相談

支援事業所と結びついて

います。

　行政は組織だった形で、

地域支え合い活動への支

援、公的サービスの提供調

整、２４時間３６５日の地

域からの異変通報等の受付、要支援者に対する訪問調

査、見守り対象者名簿の提供等々を行っているのです。

　流山市で同様の条令を導入しようとする場合、何

よりも重要なことは、やはり自治会や民生 ･ 児童委

員や社会福祉協議会などとの丁寧な話し合い、合意

形成です。開発により新しく街が形成されつつある

地域では自治会も十分に整っておらず、また自治会

加入率の低い地域もあり、地域住民の理解や協力を

得るには、丁寧な話し合いが不可欠です。

　また見守りや支援が必要なお年寄りなどに対する

対応を、地域住民やその組織に委ねる際にも、行政

としてのバックアップ体制づくりが重要です。行政

が責任を持つ組織的支援があってこそ、住民自身に

よる支え合い活動も、活き活きとし、継続したもの

になることを、中野区の取り組みは物語っています。

　1 月 20 日と 21 日の両日、教育福祉委員会の 6

名の議員で市内の小中学校の視察を行いました。来

春に予定される新しい小中併設校の開校で、既存の

学校との間に施設 ･ 設備の面で大きな格差が生じる

ことが懸念されていることから企画された視察です。

　視察の中心に置かれていたのはトイレです。改修

されたトイレは、清潔感があり、採光も考慮され、

スペースも広く、洋式便器も多く用いられ、不快感

を覚えず快適に使用や清掃ができると思えました。

特に新しく設置された多目的トイレは、障がい児・

者には便利、快適でしょう。

　問題は、同じ学校の中でも改修済みとそうでない

トイレが混在し、多目的トイレの数が多い学校とそ

うでない学校があること、そしてそのどちらもまだ

全く手つかずの学校が残されていること。既存の学

校間でも格差が気になる点ですから、新設校と既存

校との間では、さらに強く格差が印象づけられるこ

とは間違いありません。

　壁、床、天井、階段、窓ガラス等々、傷みが著し

いまま放置されている現状も明らかになりました。

　壁クロスの剥がれ、亀裂が入っている校舎。床の

タイルが剥がれたまま放置されている校舎。壁や天

井の亀裂、割れた窓ガラスをセロハンテープやガム

テープで補修している教室や体育館もありました。

　天井も雨漏りの染みが広範囲に広がり、屋上のア

スファルトや防水シート

の傷みが想定される校舎。

体育館でも雨漏りが見ら

れました。

　階段は、滑り止めの金

具が浮き上がったりめく

れたりしているのをテー

プで無理矢理に押さえて

いる学校もあり、子ども

たちが躓いたらどうする

③

●子どもが使いたがらない
トイレは改善を

②

来
春
開
校
の
新
設
校
（
お
お
た
か
の
森
）
と
の
格
差
の
是
正
を

お
年
寄
り
・
障
が
い
を
持
つ
方
へ
の
見
守
り
は
災
害
時
に
は
命
の
綱

雨漏り、割れ窓、剥げた床…
のかと気になりま

した。

　プールサイドの

アスファルトの剥

がれやめくれも、

足を引っかける危

険性があります。

　校舎の外部に取

り付けられた鉄製の非常階段の踊り場部分で、何度も

塗装がくり返されたのか、鉄板のさびと一体化して分

厚くめくれているところもありました。子どもたち

がつま先を引っかけるには十分な出っ張りとなって

おり、非常階段がこんな状態では災害時に危険です。

　新設校が、新しい建築技術を用い、改善された設備

機器を導入し、デザインも趣向を凝らしたものにな

ることはやむを得ないでしょう。しかしあくまでも、

公平や平等が強く配慮されなければならない公立の

教育施設という枠の中での話しであるべきです。

　流山市は、「母になるなら流山市」などの標語で、

市外からの子育て世代の流入を増やそうとしていま

す。それは良いのですが、いやしくも公教育に、その

ための人寄せパンダの役割を押しつけるのは筋違い。

「宇宙基地」とか「ショッピングセンター」「レジャー

ランド」などと評されるデザインが、果たして学舎

にふさわしいものかどうかも疑問です。

　同じ流山市内の公立学校に通う子どもたちが、通学

区が違うと言うだけで、片や割れた天井や窓ガラス

をセロハンテープなどで補修している学校、他方は

新調ぴかぴかで便利で快適で周囲からもうらやまし

がられる学校というのでは、公立の教育が掲げる平

等の建前と大きな矛盾を生じさせることになります。

　議会での追及や教育福祉委員会の視察により、市

も重い腰をあげ始めました。市民や議会が声を上げ、

格差是正のためのさらなる取り組みの強化と加速を

求めていく必要があります。

市内の小中学校の現状は？

●校舎の傷みがひどく危険
な箇所も多数

●著しい設備・環境格差は教
育の場にふさわしくない

●既設小中学校の補修・改修
をもっと急ぐべき

行政の支援で念入りな準備
東京中野区の見守り体制は？視察報告

その２

視察報告
その１

　同じく 1 月 23 日に、東京都中野区の「中野区地

域支え合い活動の推進に関する条例」の視察を行い

ました。流山市でも 9 月議会に同種の条例案が提案

されようとしており、その検討のためです。

　条例の特徴ですが、行政が作った援護が必要な者

の名簿は、民生 ･ 児童委員、警察 ･ 消防署に提供す

ることが可能です。ただし、名簿に登載することに

不同意の者は載せない配慮がなされています。

　高齢者の場合、７０歳以上の単身者および７５歳

以上の者だけの世帯の者は、同意者のみの名簿を作

り、民生 ･ 児童委員、警察 ･ 消防署に提供すること

が可能です。

　身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、愛の

手帳を持つ人も同意した者の名簿を作成。高齢者の

場合と同じく、民生 ･ 児童委員、警察・消防署に提供。

　高齢者、障がい者とも、上のように本人の同意が

前提。町会 ･ 自治会に名簿提供をする場合は、町会

などの要請があった場合。提供を受けた自治会など

は、守秘義務を負い、名簿管理者や名簿閲覧者を指

定しなければならず、情報管理の研修も行われ、違

反した者には３０万円以下の罰金も命ぜられます。

　中野区では、条例制定に先立って３年をかけて準

備を進めてきました。かつて行政が音頭をとった仕

組みがうまくいかなかったこと、町会・自治会との

コンセンサスづくりの重要性などを痛感し、丁寧な

議論、説明、合意形成を行ってきたそうです。だか

らこそ条例制定後、名簿提供を求め、見守り活動な

どに活かそうとする自治会などが順調に増加してい

るのでしょう。

　中野区では、民生・児童委員の活動がかねてより

しっかりと取り組まれてきたそうです。都市化が進

み、若い世代の

流動も激しい中

野区ですが、他

方で長い歴史を

持った街として、

民生委員や町会

･ 自治会などの活

動にも蓄積と実

●他自治体からの借り物で
なく流山独自の協働を

●行政責任によるバックアッ
プがあってこそ市民力も発揮

●プライバシーへの配慮、
地域との丁寧な合意形成

ガムテープで留められた階段滑り止め


